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２
０
２
３
年
度
の
最
低
賃
金
に
つ
い
て
、
「中
央
最
低
賃
金
審
議
会
」 

（厚
生
労

働
相
の
諮
問
機
関
）の
小
委
員
会
が
、
全
国
加
重
平
均
で
時
給
１
０
０
０
円
台
と

す
る
こ
と
で
最
終
調
整
に
入
っ
た
こ
と
が
27
日
、
関
係
者
へ
の
取
材
で
分
か
っ
た
。

1
１
０
０
０
円
を
わ
ず
か
に
上
回
る
額
に
な
る
見
通
し
で
、
28
日
に
決
着
す
る
。

世
界
的
な
イ
ン
フ
レ
や
円
安
に
よ
る
物
価
高
騰
に
加
え
、
春
闘
の
賃
上
げ
結
果
を

考
慮
し
た
。
実
現
す
れ
ば
現
在
の
96
1
円
か
ら
約
4
％
の
引
き
上
げ
と
な
り
」

初
め
て
１
０
０
０
円
む
の
大
台
に
乗
る
。
毎
日
新
聞
２
０
２
３-

7-

２
８ 

 
 

 
 

最
低
賃
金
は
使
用
者
が
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
賃
金
の
最
低
額
で
、
年
にl

回
改
定

さ
れ
る
。
労
使
の
代
表
と
有
識
者
の
3
者
で
構
成
さ
れ
る
厚
労
省
の
審
議
会
で
示
さ
れ
た

目
安
を
参
考
に
、
各
都
道
府
県
の
審
議
会
で
上
げ
幅
を
確
定
し
、
10
月
ご
ろ
に
改
定
す
る
。 

 

今
年
の
春
闘
で
正
社
員
の
賃
上
げ
率
が
平
均
3
・
58
％
と
高
水
準
に
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、

労
働
者
側
を
ま
と
め
る
連
合
選
出
の
委
員
が
審
議
会
で
「賃
上
げ
の
流
れ
を
波
及
さ
せ
る
の

が
重
要
だ
」と
大
幅
な
引
き
上
げ
を
求
め
た
。 

一
方
、
中
小
零
細
企
業
の
賃
金
上
昇
率
は
2
・
1
％
と
春
闘
よ
り
は
小
幅
で
、
経
営
者
側
の

委
員
は
「大
幅
な
引
き
上
げ
は
中
小
零
細
企
業
の
支
払
い
能
力
を
超
え
る
」と
慎
重
な
姿
勢

を
示
し
、
人
件
費
の
原
資
と
な
る
価
格
転
嫁
も
進
ん
で
い
な
い
と
訴
え
て
い
た
。
こ
の
た
め
、

26
日
の
審
議
会
で
議
論
は
9
時
間
に
及
び
、
最
終
的
に
措
論
が
出
な
か
っ
た
。 

 
 た

だ
、
物
価
の
伸
び
は
大
き
い
。
総
務
省
の
「消
費
者
物
価
指
数
」 

（持
ち
家
の
帰
属
家
賃
を

除
く
総
合
）で
は
、
22
年
10
月
以
降
、
対
前
年
上
昇
率
が
3 

・．
8
～
5
．
1
％
で
推
移
し

て
お
り
、
物
価
上
昇
が
と
ど
ま
る
気
配
は
な
い
。
小
委
員
会
は
、
政
府
に
対
し
て
経
営
の
厳
し

い
中
小
零
細
企
業
へ
の
支
援
拡
充
を
求
め
る
方
向
。
経
営
者
側
に
配
慮
し
た
形
と
し
、
合
意

を
取
り
付
け
た
い
考
え
だ
。 

 

「全
国
加
重
平
１
０
０
０
円
」
は
15
年
の
安
倍
政
権
以
降
、
政
府
・与
党
が
掲
げ
て
き
た
目
標
。

岸
田
文
雄
首
相
は
今
書
以
降
、
「今
年
中
に
達
成
す
る
」と
の
意
向
を
繰
り
返
し
強
調
し
、
賃

上
げ
の
象
徴
と
し
た
い
考
え
だ
っ
た
。
【宇
多
川
は
る
か
、
奥
山
は
る
な
】 

最
低
３
９
円
以
上
と
言
う
こ
と
な
の
で
影
響
は
大
き
く
い
い
こ
と
で
す
が

実
施
は
１
０
月
、
解
散
総
選
挙
が
う
わ
さ
の
時
期
。
選
挙
目
当
て
？ 
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